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推進テーマの全体像

目標 日本の強みであるエンジニアリング現場での擦り合わせなどの現場力や品質の圧倒的向上に資する生成AIの基盤
技術の強化を図り、倫理・データガバナンス・セキュリティ対策を徹底したAIエージェントによるエンジニアリング＆
サプライチェーンの最適な自律制御を実現していくことでグローバル競争力強化を図る。

背景
課題

• 生成AI、AIエージェントは驚異的スピードで進化し、ホワイトカラー業務でDX進展。ビックテックが支配的な生成AI。日本
の勝ち筋を早期に確立していくことが喫緊の課題。

• 生成AIによるエンジニアリング革新（EX）へ進みつつある。日本の強みを活かせる領域として期待も、リアルと人とAIの
協働を包含する現場導入の難しさが顕在化。

• ネットワーク複雑化・災害などによる不確実性の増大・人手不足や資源枯渇などにより、サプライチェーンの不安定要素・リ
スクが近年増加。

⾃然⾔語経由で蓄積

目指す世界: AIエージェントが連携したエンジニアリング革新(EX)

1. エンジニアリング領域に生成AIを導入し、デ
ータになっていない現場データ、匠技能伝承
、ヒューマンインザループの変革が進む。

2. 次に、製造工程へAIエージェントを導入し、各
工程のタスクを解決するとともに、他の工程
と分散処理的に自律的な連携が可能となる。

3. さらには、企業やサプライチェーンを自律的
な制御を行うマルチAIエージェントを導入し
、経済安全保障、災害や新規技術の導入等製
造リスクを回避するとともに、CO2削減やサ
ーキュラーエコノミーに貢献する。

エンジニアリング革新の流れ



本推進テーマの検討の視点と範囲

日本独自の勝ち筋の明確化に向け、必要な生成AI及びAIエージェント技術・基盤、導入の加
速、及び、エコシステム構築やルールメイキングに関する施策を検討

⾃然⾔語経由で蓄積
WG3

ELSI・RRI

ELSI/RRI︓Ethical, Legal and Social Issues/
Responsible Research and Innovation

新技術を短期間で導入し、高品質かつ魅力のある製品の生産性向上を目的に、設計、製造、出荷等の工程にAIエージェントが導入され、マルチ
AIエージェントが自律的にコントロール
① スマートファクトリーで想定されるエージェントAIの標準規格とテストベッド構築検討、AIの安全性評価及び指標
② サプライチェーン、エンジニアリングチェーンの上流下流も連携し、国との連携ではCN、CEへの波及効果も狙う。

WG1：自律AIエー
ジェント

言語モデルを始めとし、ものづくりに有効で日本独自の人とAIのインターフェイスを実現する基盤モデルを検討
① 話す、書く(言語、記号）、示す(ジェスチャー、遠隔動作、物理モデル)等の新規モーダルの検討
② マルチモーダル化を含む現場への実装技術やメタバース等アウトプット技術の検討
③ 日本が強みを持つフィジカル空間技術であるロボティックスとの融合技術（Human-Machine(AI)）

WG2：フィジカル空
間融合技術

生成AIの急激な進展と普及に伴うリスクに関し、倫理的・法的・社会的課題や責任ある研究・イノベーションを検討
① 将来像ならびに想定する課題の検討、その測定手法の探求
② 人文・社会科学系人材との連携による生成AI時代の人材像ならびに人材育成

WG3：ELSI・RRI



推進テーマ活動状況

産業競争力強化のための提言及び施策の方向性

生成AI、基盤モデル、AIエージェントの製造現場への導入、マルチAIエージェントのサプライチェー
ンへの導入を焦点に、早期実現のため以下の取り組みを国のリードのもと推進する必要がある。

WG1: AIエージェントのエコシステム構築、データ
連携基盤・共創の場整備、サステイナブルな実行環境
の整備、サプライチェーン実証推進。

WG2: 想定製造現場と生成AI導入過程を策定し段
階的な実証を加速。人とAIの協働の具体化、先進的
プロセスのレファレンス化を推進。

WG3: 具体的な現場でのAI倫理活用シナリオとリ
スクの明確化により、トラストなエンジニアリング実
現のためのガイドライン策定、人材育成。

提言の方向性 （中間報告書 http://www.cocn.jp/report/ 2025年2⽉）



２．テーマ活動とエマージングテクノロジーとの関係性

COCN 10 Emerging Technologies 2025

• AI関連
• 「８．フィジカルAI」： 本テーマ（WG２）の中心テーマ

• 「１０．ブレインテック」：
• 個人の脳の状態に合わせた個別フィードバックを

可能とし、AI との融合により、ものづくり現場に
おける人とAIの協働において、より効率なパ
フォーマンス及びウエルビーイングの向上が期待
される。

• AI for Science, AI for STI（*）

- 科学研究で用いるAIやそのAI技術を研究開発する取組み
- AIで科学研究におけるプロセス全般を自動化することで、

医療・材料・化合物設計など科学研究を加速させる狙い

本テーマ ＝ “AI for Engineering”

他科学領域への横展開を通して、
Emerging Technologiesの発展を加速

テーマ活動との関係性

（*） STI : Science, technology and innovation 



３．日本の産業競争力や世界にどのように貢献していくのか （全体像）

1. エンジニアリング領域に生成AIを導入し、デー
タになっていない現場データ、匠技能伝承、ヒ
ューマンインザループの変革が進む。

2. 次に、製造工程へAIエージェントを導入し、各
工程のタスクを解決するとともに、他の工程
と分散処理的に自律的な連携が可能となる。

3. さらには、企業やサプライチェーンを自律的な
制御を行うマルチAIエージェントを導入し、経
済安全保障、災害や新規技術の導入等製造リ
スクを回避するとともに、CO2削減やサーキ
ュラーエコノミーに貢献する。

エンジニアリング革新の流れ

 AI導入による ELSI /RRI の課題の解消
 導入リスク明確化と対応、及び、人材育成

この変革を見据え
日本独自の競争力強化に向けて必要なこと

 マルチAIエージェントのエンジニアリング、サプラ
イチェーンへの導入を先駆けた取り組み
 導入のための基盤：トラストなデータスペースをベースにAI活用スペ

ース（AI連携基盤）へ、その上にSCMへの導入

 生成AI、基盤モデル、AIエージェントの製造現場へ
の導入の促進・加速
 現場データ、デジタルとオペレーション、AI等技術を組み合わせる現場

の擦り合わせ力といった日本の強みを活かす形で、人とAIとの協働

あわせて、



 生成AI、基盤モデル、AIエージェントの製造現場への導入の促進・加速

 これらの取り組みを加速するため、先進的なプロセスのレファレンス化を推進し（例︓�������	
���）

 官⺠による共創の場（実証、テストベッド構築）を設置することで、継続的な改善と技術⾰新を促し、
⽇本製造業全体の底上げを図る

３．日本の産業競争力や世界にどのように貢献していくのか

 具体的な製造現場を想定し、⽣成��導⼊の段
階的な実証を加速

 この過程で⼈と��の協働を具体化し、技能伝
承や⽣産プロセスの⾃律化で早期に実践を開
始

 この協働を⽀える基盤としてフィジカル��を
強化し、各国での現地⽣産や⽣産⽀援へと展
開することで、グローバルな競争⼒を⾼める



 マルチAIエージェントのエンジニアリング、サプライチェーンへの導入促進

 マルチ��エージェント活⽤に向け、トラスト（信頼性）を確保したデータ連携基
盤活⽤加速、��エージェント連携基盤を早期に実現し、��利活⽤を促進

 データスペースの現状の取り組みを最⼤限に活かし、��エージェント連携におけ
るトラストな連携基盤で先⼿を打つ（��スペース）

 これらの基盤を整備した上で、コンソーシアム等の設置とあわせて、サプライ
チェーン全体での段階的な実証を具体化し推進することで、マルチ��エージェン
トの導⼊効果を最⼤化し、サプライチェーン全体の効率化と強靭化を⽬指す。

 具体的には、標準化・ガイドライン策定、制度・規制
整備、既存データプラットフォームとの連携を推進。

 その上で、エンジニアリングの知⾒を��化し積み上げ
競争優位性確保

３．日本の産業競争力や世界にどのように貢献していくのか

デジタル庁と経団連、産業データの連携促進に向けて官民協議会（6/20）



 生成AI、AIエージェントの導入による ELSI/RRI の課題の解消

 現場での��活⽤シナリオと潜在的なリスクを明確化し、現場での⼈と��の協働のデ
ザインを通じて、課題解決に向けた共通認識を醸成

 トラスト（信頼性）を確保した��エージェント導⼊のためのガイドラインを策定し、
安全かつ倫理的な��利⽤を促進

 これらの取り組みを⽀えるために、��エージェント時代に求められるスキルを持つ
⼈材育成、育成を担う⼈材の育成を強化し、社会全体の��リテラシー向上を図る

 さらに、��

����を強化、特に ��

�������（��開発に
おける環境負荷低減）を垂直・横断的な施策を通じて、
持続可能な��社会の実現を⽬指す。

３．日本の産業競争力や世界にどのように貢献していくのか



 エンジニアリングにおける⽣成��利活⽤を強化し、各国での現地⽣産及び⽣産⽀
援へと展開することで、グローバルな製造業の効率化とイノベーションを⽀援

 科学技術・イノベーションにおける��利⽤（����������）、������������

����で競
争⼒を強化し、他領域へ横展開、世界展開することで、科学技術の発展に貢献

 ⽇本としてのトラスト（信頼性）を確保したデータスペース・��スペースを実現
し、国際的な相互運⽤性、連携を推進することで、グローバルなデータ流通を促
進し、世界全体の経済成⻑と社会課題の解決に貢献

これら通じ、⽇本は���技術領域における競争⼒を強化し、��技術の倫理的かつ責任
ある利⽤を世界に⽰し、持続可能な社会の実現に貢献するリーダーシップを発揮

３．日本の産業競争力や世界にどのように貢献していくのか (4/4)

世界への貢献



Thank you


